
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆道の駅～川の駅エリアの道の駅～川の駅エリアの道の駅～川の駅エリアの道の駅～川の駅エリアの整備計画案整備計画案整備計画案整備計画案について議論しましたについて議論しましたについて議論しましたについて議論しました。。。。    

    

 

◆◆◆◆第第第第４４４４回回回回能代市「川の駅」懇談会能代市「川の駅」懇談会能代市「川の駅」懇談会能代市「川の駅」懇談会が開催されました！が開催されました！が開催されました！が開催されました！    

日  時：平成 2７年１２月２１日（月）13：30～15：30 
会議場所：二ツ井伝承ホール 研修室（洋室） 
参 加 者：９名（代理出席含む） 

発 行発 行発 行発 行 日日日日：平成：平成：平成：平成    ２８２８２８２８年年年年    ２２２２月月月月３日３日３日３日    

編集・発行：能代市「川の駅」懇談会編集・発行：能代市「川の駅」懇談会編集・発行：能代市「川の駅」懇談会編集・発行：能代市「川の駅」懇談会    事務局事務局事務局事務局    

能代市では、米代川沿川で計画されている「道の駅ふたつい」、「防災拠点」、

「川の駅」の一体的かつ地域資源を活かした整備について、地域の方々が意

見交換を行う「能代市「川の駅」懇談会ワークショップ」が開催されました。 

 

川の駅エリアの整備計画イメージ 

国道国道国道国道 7777号号号号    ((((主主主主))))二ツ井森吉線二ツ井森吉線二ツ井森吉線二ツ井森吉線    

道の道の道の道の

川の駅川の駅川の駅川の駅    

（（（（親水親水親水親水空間空間空間空間エリアエリアエリアエリア））））    

川の川の川の川の防災機能防災機能防災機能防災機能

エリアエリアエリアエリア    

 

②水辺の散策路 

③河原の再生 

④カヌー関連施設の整備 

⑦自然体験・環境学習 

⑥情報発信 

⑤緑地、多目的広場の活用 

①防災基盤の整備 

⑧地域と連携したイベントの開催 

道道道道のののの駅～川駅～川駅～川駅～川のののの駅一体ゾーン駅一体ゾーン駅一体ゾーン駅一体ゾーン 
・道の駅から川の駅への物理的・視覚的連続性の確保 

・七座山等の眺望を活かした施設・機能配置 

・きみまち阪・七座神社等の地域資源への誘導 

・地域住民の活動空間の形成 

・各種イベントの開催 

・自然の水辺環境の創出 

・親水環境の整備 

・カヌー利用環境の整備 

きみまち阪 

管理用通路 

散策路 
緩傾斜法面 

河原 

道の駅 

 

多目的広場 
（約 6,000 ㎡） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆出席者出席者出席者出席者の皆さまの皆さまの皆さまの皆さまから様々な意見をいただきましたから様々な意見をいただきましたから様々な意見をいただきましたから様々な意見をいただきました。。。。    

出席者による主な意見の内容は以下の通りです。出席者による主な意見の内容は以下の通りです。出席者による主な意見の内容は以下の通りです。出席者による主な意見の内容は以下の通りです。    

    

能代市二ツ井地域能代市二ツ井地域能代市二ツ井地域能代市二ツ井地域局局局局    総務企画課総務企画課総務企画課総務企画課    
〒018-3192 秋田県能代市二ツ井町字上台 1-1 「道の駅」、「川の駅」担当 

TEL 0185(73)2112／FAX 0185(73)5224 
    

４４４４回にわた回にわた回にわた回にわた    
るるるる WSWSWSWS でのご議論、でのご議論、でのご議論、でのご議論、
ありがとうございありがとうございありがとうございありがとうござい

ました！ました！ました！ました！    

意      見 
 

回      答 

計画地は水衝部、川のよどみ部であるが、河原はど

のように再生するのか。また、河原の維持管理手法

の考え方を教えてほしい。 

� 現在は、下流側の銀杏橋付近のように、高水敷の

樹木伐採・基盤整正程度で考えている。 

� その後は洪水による状況改変等をモニタリング 

しながら検討する。 

七座神社までの散策路を自転車も通行できるよう

にしてほしい。 

� 現在、サイクリングコースがあること、また、自

転車通行による分離帯の設置や維持管理手法の検

討が必要となること等から難しい。 

高齢者が「道の駅・川の駅」に行けるような移動手

段（バス等）を考えてほしい。 

� 計画地は高速道路のインターチェンジも近く、交

通の要衝となる可能性が高いため、高速バスや路

線バスの停留所の設置について、今後の検討事項

とする。 

「道の駅」から水面にいる子供たちを見えるように

してほしい。死角となる部分の安全管理をできるよ

うにしてほしい。 

� 現在の法面形状で死角をなくすことは難しいた

め、サイン等のより注意喚起などと合わせて安全

管理を検討する。 

� 上流側にある CCTV 等による監視等も考えられる

が、監視員を配置する必要がある等、問題も多い。 

これからも何かあれば継続的に中学生の意見を集

めたりして協力していきたい。 

� 今後、「（仮）川の駅利活用推進協議会」の設立を

検討しており、ぜひこちらでもご協力いただきた

い。 

現在のカヌーによる渡河状況等を考慮し、発着場は

下流側（湯ノ沢川合流点付近）に設置してほしい。 

� 他施設との接続性や利用性、安全性等を含めて検

討する。 

カヌー発着場の幅を３艇分（15m 程度）にしてほし

い。 
� 今後の検討事項とする。 

サイクリングロードの動線、駐輪場所を明確にして

ほしい。 

� 現在あるサイクリングロードを活用する方針であ

る。「道の駅」内に 10 台分の駐輪場があり、案内

板も設置する予定である。 

水辺で釣りをするのは問題ないか。 
� 釣り自体は問題ないが、遊漁料が発生する可能性

がある。 

「道の駅」から「川の駅」へ足を運ぶような誘導が

必要（その際に情報発信や安全考慮）。 

� 道の駅から河川敷への誘導を促すため、動線軸を

舗装し明確化する、景観軸を揃える等を検討して

いる。その際、サインによる案内・誘導や、安全

な舗装材等についても検討事項とする。 

�  


